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再会を喜び合い、満開に咲いた笑顔の花

令和５年度 富岡町敬老会
　

長
年
に
わ
た
り
、
地
域
や

社
会
に
貢
献
さ
れ
た
皆
さ
ま

の
長
寿
を
お
祝
い
す
る
富
岡

町
敬
老
会
を
、
９
月
15
日
、

旧
富
岡
第
二
小
学
校
体
育
館

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ

た
敬
老
会
に
は
、
町
内
外
か

ら
１
８
７
人
が
出
席
。
会
場

に
は
再
開
と
健
康
を
喜
び
合

う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
岩
崎
秀
一
教

育
長
に
よ
る
挨
拶
の
あ
と
、

75
歳
以
上
の
方
々
２
，０
１
０

人
を
代
表
し
て
、
渡
邉
長
一

さ
ん
に
敬
老
祝
金
の
目
録
を

贈
呈
。
続
い
て
町
か
ら
結
婚

60
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫

婦
３
組
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

表
彰
が
、
ま
た
、
福
島
民
報

社
と
福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
か
ら
結
婚
50
周
年
を
迎

え
ら
れ
た
ご
夫
婦
４
組
に
金

婚
表
彰
が
贈
ら
れ
、
会
場
は

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
祝
福

す
る
温
か
い
拍
手
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
富
岡
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
猪
狩
弘
道
会

長
が
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、

出
席
さ
れ
た
皆
さ
ん
と
共
に

益
々
の
健
康
を
誓
い
合
い
ま

し
た
。

　

令
和
五
年
度
富
岡
町
敬
老
会

の
開
催
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
元
気
で
本
日
を
お
迎
え
に

な
ら
れ
ま
し
た
皆
さ
ま
、
並
び
に

各
種
表
彰
を
受
け
ら
れ
る
皆
さ

ま
に
対
し
、
富
岡
町
民
を
代
表
い

た
し
ま
し
て
、
衷
心
よ
り
敬
意
と

慶
祝
の
意
を
表
す
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

さ
て
本
町
は
、
本
年
四
月
に
夜

の
森
地
区
を
中
心
と
す
る
特
定

復
興
再
生
拠
点
区
域
に
お
い
て
、

避
難
指
示
を
解
除
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
夜
の
森
地
区
の

復
興
へ
の
第
一
歩
を
よ
う
や
く

踏
み
出
せ
た
も
の
と
安
堵
す
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
が
本

格
的
な
復
興
・
再
生
の
始
ま
り

で
あ
り
、
ふ
る
さ
と
富
岡
で
の
平

穏
な
日
常
生
活
を
取
り
戻
し
、
充

実
し
た
暮
ら
し
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
福
祉
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
は
じ
め
、
各
種
施
策
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

一
方
、
政
府
は
小
良
ヶ
浜
地

区
・
深
谷
地
区
の
避
難
指
示
を
解

除
す
る
た
め
の
要
件
を
示
し
、
そ

の
要
件
を
満
た
し
た「
特
定
帰
還

居
住
区
域
」を
町
が
設
定
で
き
る

と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
本
町
と
し

ま
し
て
も
、
一
日
も
早
い
町
内
全

域
の
避
難
指
示
解
除
に
向
け
て
、

国
、
県
、
町
及
び
関
係
機
関
が
一

丸
と
な
り
、
最
大
限
の
努
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
町
の
敬
老
会
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

考
慮
し
、
令
和
二
年
度
か
ら
四
年

度
ま
で
中
止
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が

二
類
相
当
か
ら
五
類
に
移
行
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
引
き
続
き
感

染
症
対
応
を
取
り
つ
つ
四
年
ぶ

り
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

短
い
時
間
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
皆
さ
ま
に
ご
ゆ
っ
く
り
と
お

く
つ
ろ
ぎ
い
た
だ
き
、
交
流
と
親

睦
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

存
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
来
年
の
敬

老
会
に
も
、
ぜ
ひ
元
気
な
お
顔
を

お
見
せ
く
だ
さ
い
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
日
、

ご
参
集
の
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
祈
念
し
、
お
祝
い
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

夜
の
森
地
区
等
の
避
難
指
示
解

除
か
ら
半
年
が
経
過
し
、
実
り
の

秋
を
迎
え
ま
し
た
。
町
内
で
は
新

し
い
事
業
所
や
店
舗
が
続
々
と

オ
ー
プ
ン
し
て
お
り
、
居
住
者
も

徐
々
に
増
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
生
活
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
に
ぎ
わ
い
の

復
活
に
向
け
、
地
域
産
業
の
振
興

と
魅
力
の
発
信
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

８
月
下
旬
に
は
、
小
良
ヶ
浜
地

区
・
深
谷
地
区
の
皆
さ
ま
と
の
意

見
交
換
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
を
大
切
に
思
い
続
け

る
皆
さ
ま
か
ら
の
様
々
な
ご
意
見

を
承
り
、
両
地
区
内
の
面
的
な
除

染
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
避
難
指
示
解
除
を
１
日
も

早
く
実
現
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
の
思
い
を
強
く
い
た
し
ま
し

た
。

　

現
在
、
両
地
区
内
で
は
、
墓
地

や
集
会
所
と
ア
ク
セ
ス
道
路
に
お

い
て
、
自
由
な
通
行
が
可
能
と
な

る
よ
う
外
縁
除
染
が
急
ピ
ッ
チ
で

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
町

は
本
格
的
な
避
難
指
示
解
除
に
向

け
、「
特
定
帰
還
居
住
区
域
復
興
再

生
計
画
」を
策
定
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
秋
も
深
ま
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健

康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー

ツ
や
芸
術
・
文
化
、
富
岡
町
産
の

美
味
し
い
農
産
物
な
ど
で
こ
の
秋

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
ら

幸
い
で
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
へ
富
岡
町
長

山
本
育
男

東
京
電
力
Ｈ
Ｄ
・
小
早
川
社
長
が
来
庁

　
山
本
町
長
ら
に
ア
ル
プ
ス
処
理
水
の
海
洋
放
出
を
説
明

　

東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の

小
早
川
智
明
社
長
が
８
月
23
日
に
役

場
を
訪
れ
、
山
本
町
長
や
高
橋
議
長

ら
に
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お

け
る
ア
ル
プ
ス
処
理
水
の
海
洋
放
出

決
定
に
つ
い
て
説
明
し
、
事
業
へ
の

理
解
を
求
め
ま
し
た
。

　

小
早
川
社
長
は「
当
社
が
担
う
重
い

責
任
を
自
覚
し
、
設
備
運
用
の
安
全

品
質
確
保
、
迅
速
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

や
正
確
な
情
報
発
信
、
透
明
性
の
確

保
や
風
評
対
策
、
適
切
な
賠
償
に
強

い
覚
悟
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
」

と
述
べ
、
山
本
町
長
が「
海
洋
放
出
に

当
た
っ
て
は
、
些
細
な
誤
り
も
許
さ

れ
な
い
。
特
に
人
為
的
な
ミ
ス
や
見

落
と
し
は
言
語
道
断
で
あ
り
、
緊
張

感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た

い
。
当
町
に
は
海
を
生
業
と
し
て
い

る
町
民
も
い
る
。
漁
業
は
も
ち
ろ
ん
、

農
業
な
ど
あ
ら
ゆ
る
産
業
に
風
評
被

害
が
生
じ
な
い
よ
う
心
を
配
り
、
町

民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ

う
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
力
を
尽
く
し
て

ほ
し
い
」と
強
く
要
請
し
ま
し
た
。

海洋放出への理解を求める小早川社長（左）

ダイヤモンド婚表彰を受けられた皆さん 金婚表彰を受けられた皆さん

敬
老
会
の
開
催
に
寄
せ
て

富
岡
町
長

山
本
育
男
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皆さんの元気な声を聞かせていただきました

初めて参加された菅野喜一さん

ダイヤモンド婚表彰を受けられた
伏見敏夫さん、淳子さんご夫妻

「今回初めて参加させていただきましたが、
とても良い催しだと思います。近所に住んで
いた方にも会うことができましたが、皆さん
の元気な顔が見られてよかったです」

「４年ぶりに皆さんと再会できてとても嬉し
いです。また来年も会えるようにお互い健康
でいようねと話しました」

いとこ同士、４年ぶりに再開した
渡邉正子さん(右)と武内寿子さん

金婚表彰を受けられた白戸勝美
勝美さん、信子さんご夫妻

「元気な顔を見ることができてホッとしまし
た。久しぶりに会いましたが、話をしていた
ら会えなかった時間が一気に戻りました」

「皆さんとお会いできて最高の気分です。
やっぱり健康が一番！元気な先輩方のように
健康を維持できるよう頑張っています」

また来年、秋の富岡で
               元気にお会いしましょう

出席された皆さんの健やかな笑顔をお届けします
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TOMIOKA  MONTHLY  NEWS

　
町
消
防
団
へ
の
消
防
車
両
貸

与
式
を
８
月
８
日
に
中
央
屯

所
で
行
い
、
水
槽
付
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
１
台
の
貸
与
証
が
山

本
町
長
か
ら
末
永
博
幸
団
長
へ

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
新
た
に
貸

与
さ
れ
た
車
両
は
中
央
屯
所
を

拠
点
に
活
動
す
る
第
１
分
団
第

２
班
へ
配
備
さ
れ
、
火
災
や
災

害
時
に
最
前
線
で
町
を
守
り
ま

す
。

　
昭
和
59
年
度
に
導
入
さ
れ
た

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

と
入
れ
替
え
に
な
っ
た
新
車
両

は
、
旧
車
両
に
比
べ
給
水
管
の

配
置
を
工
夫
し
、ま
た
、シ
ャ
ッ

タ
ー
を
設
置
し
た
こ
と
に
よ
り

装
備
品
の
収
納
力
を
向
上
さ
せ

る
な
ど
、
迅
速
か
つ
効
率
的
な

消
火
活
動
が
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

山
本
町
長
は「
今
回
配
備
し

た
最
新
車
両
を
存
分
に
活
用
す

る
こ
と
で
、
地
域
に
根
差
し
た

活
動
が
活
発
に
な
る
よ
う
期
待

し
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
。

　
こ
れ
に
対
し
、
末
永
団
長
が

「
強
固
な
組
織
づ
く
り
を
今
一

度
行
い
、
団
員
の
確
保
と
消
防

力
の
向
上
に
努
め
る
」と
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
第
１
回
富
岡
町
防
災
会

議
を
８
月
21
日
に
行
い
、国
や
県
、町
、

警
察
、
消
防
及
び
指
定
公
共
機
関
の
職

員
ら
32
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
会
議
で
は
、
福
島
県
地
域
防

災
計
画
や
国
の
地
震
防
災
対
策
推
進
計

画
の
改
訂
と
の
整
合
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
町
地
域
防
災
計
画
改
訂
の
た
め

の
意
見
聴
取
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
出
た
意
見
を
基
に
修
正
作
業
を

実
施
し
、
県
に
よ
る
計
画
案
の
事
前
確

認
と
関
係
機
関
へ
の
意
見
照
会
を
経

て
、
来
年
３
月
の
第
２
回
会
議
で
の
改

訂
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

地域を守る決意新たに
　　　　　　　消防車両貸与式

強固な防災体制の確立へ意見交わす
町防災会議を開催

新車両を背に士気を高めた消防団員たち

山本町長から各委員へ委嘱状を交付

山本町長から貸与証を受け取る末永団長

主な修正項目
・性的マイノリティへの配慮
・DV被害者の個人情報の管理の徹底
・避難所外避難者への避難所施設設備の提供
・感電ブレーカーの設置による火災対策

・「指定一般避難所」と「指定福祉避難所」に
　分けた公示
・個別避難計画の作成及び活用方針
・地震、津波被害想定結果の反映

事業推進拠点施設 『とみおかワーキングベース』OPEN
　

事
業
推
進
の
拠
点
施
設
と
な
る

富
岡
町
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

「
と
み
お
か
ワ
ー
キ
ン
グ
ベ
ー
ス
」

が
、
９
月
11
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

　

と
み
お
か
ワ
ー
キ
ン
グ
ベ
ー
ス

は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
磐
城
富
岡
ビ

ル
の
１
、２
階
に
整
備
さ
れ
、
共

有
ス
ペ
ー
ス
で
の
情
報
交
換
や
協

働
等
の
相
乗
効
果
が
期
待
さ
れ
る

「
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
」、
企

業
の
事
務
所
や
少
人
数
、
個
人
で

利
用
で
き
る
専
用
個
室
な
ど
を
備

え
て
い
ま
す
。

　

開
所
式
で
は
、
岩
崎
秀
一
教

育
長
が「
地
域
内
外
の
企
業
や
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
、
大
学
等
の
研
究

機
関
が
集
い
、
地
域
が
抱
え
る
課

題
解
決
に
向
け
た
事
業
展
開
を
推

進
し
て
い
た
だ
き
、
本
町
の
新
た

な
可
能
性
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
ま
す
」と
挨
拶
。
高
橋

実
町
議
会
議
長
、
福
島
県
相
双
地

方
振
興
局
関
根
昌
典
局
長
が
祝
辞

を
述
べ
た
あ
と
、
関
係
者
が
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
オ
ー
プ
ン
を

祝
い
ま
し
た
。

施設内バナー、袖看板、窓広告、施設パンフレット
のデザイン協力をいただいた日本大学工学部建築学
科住環境計画研究室の皆さん

富岡町サテライトオフィス とみおかワーキングベース

〒979－1112 富岡町中央２丁目83　☎0240－23－6324

とみおか
ワーキングベース

検索

コワーキングスペース

専用個室 会議室 ウェルネスルーム



（9）　広報とみおか（9）　広報とみおか 広報とみおか　（8）

School TOPICS 学校の話題

　福島県中学駅伝相双地区予選が、９月６日、
南相馬市の馬事公苑で行われ、男子は15チーム
が６区間18キロを競い合いました。
　富岡中学校は震災後初めて正式参加し（令和４
年は５区間でのオープン参加）、荒天により６区
で無念の繰り上げスタートとなったものの、全
員が自己ベストを更新する走りでタスキをつな
ぎました。
　スタート前から雨が降る中、２年連続の１区
となった佐藤清

せ い る

琉さん（３年）がスタート。各校の
エースがひしめき合う中、懸命な走りで２区・須
藤竜

りゅうせい

政さん（３年）へ。須藤さんも必死に粘り、３
区・渡邉大

だ い き

輝さん（３年）へ。渡邉さんは区間14
位の走りで前を走る川内中との差を縮めました。
４区・榊原怜

れ い や

哉さん（１年）、５区・井戸川興
しげみつ

光さ
ん（２年）は土砂降りの中でのレースとなりました
が、一歩一歩着実にタスキを運びました。６区の
アンカー・但野海

か い と

斗さん（３年）は繰り上げスター
トとなってしまいましたが、力を振り絞り仲間の
待つゴールへと駆け抜けました。
　レース後、主将の佐藤さんは「６人でタスキを
つないでゴールできたのが１番良かったです」と
充実感をにじませ、沿道で声援を送った武内雅之
校長は「酷暑にも負けず本気で練習に取り組む姿
が印象的でした。６人全員が完走でき、レース後
の子どもたちの満足した表情が嬉しかったです」
と選手たちの頑張りに目を細めていました。

桜色のタスキに思い込め力走　中学生男子が初の正式参加

レース後、笑顔がはじける富岡中メンバー
左から、１区・佐藤さん、２区・須藤さん、３区・渡邉さん、
４区・榊原さん、５区・井戸川さん、６区・但野さん、補助
員・安斎さん

各校のエースと競り合う１区・佐藤さん

その他の写真は、
町Facebookより
ご覧いただけます。

　水難事故から身を守るための小学校着衣泳教室
が、９月４日に行われました。
　日赤福島県支部の指導員から、水難事故に遭った
際の対処方法を学んだあと、子どもたちは着衣のま
まプールに入り、沈まないようペットボトルを使い、
水に浮く練習を行いました。最初は苦戦していた子
どもたちも徐々にコツをつかみ、最後は上手に浮き
方をマスターしていました。
　また、水難事故の際の対処法などを学ぶ、中学校
着衣水泳基本教練が、９月５日に行われました。
　講師を務めた自衛官と、双葉警察署員の指導で生
徒たちは着衣のままプールに入り、ロープを使った
人命救助法を体験。また、ビニール袋を使って背浮
きをする練習も行い、予期せぬ事態に備えて身を守
るための術を学びました。

　小学校の校内水泳記録会が、９月１日に行
われました。
　この日は、低学年が棒拾い、石拾い、フラ
フープまたぎ、フラフープくぐりの４種目、
中高学年が13ｍ自由形、同平泳ぎ、同ビート
板、25ｍ自由形、同平泳ぎの５種目にチャレ
ンジ。子どもたちは授業参観の家族が見守る
中、友だちや先生方の声援を受けながら目標
に向かって力いっぱい頑張りました。

　９月９日の救急の日を前に、９月８日、中
学校で救命救急講習会が行われました。
　生徒たちは、富岡消防署員から心臓マッサー
ジやAEDの使い方、誤飲事故の対処法、止血
方法を学び、一日救急隊長を務めたふたば医
療センター看護師の松橋英美さんは「倒れてい
る人に駆けつけるのは勇気がいることですが、
今日学んだことを思い出し、自信を持って手
を差し伸べてもらえれば」と話されました。

一生懸命頑張りました！
小学校 水泳記録会

水難事故での身の守り方と救助法を学ぶ
　　　　　　　　　   小学校着衣泳教室・中学校着衣水泳基本教練

大切な命を救うために
中学校 救命救急講習会

水難事故が起きた時の対処法を学ぶ
小学生（写真上）と中学生

　令和４年３月26日に閉所となった町立幼小
中学校三春校の卒業生有志が、８月23日、富
岡小学校・中学校に記念のクリアファイルを寄
贈しました。
　クリアファイルは、2017年度の卒業生がデ
ザインを考え制作したもので、閉所前に行われ
た校舎の内覧会を訪れた方々による、三春校へ
の感謝の言葉などが綴られたリーフレットが付
けられています。
　この日は、有志代表の原田萌さんと宇佐見紀
香さんが富岡小・中学校を訪れ、岩崎秀一教育
長や武内雅之校長と三春校での思い出話に花を
咲かせていました。

三春校での日々を忘れない
卒業生有志がクリアファイルを寄贈

左から、三春校開校当時、富岡二小の校長を
務めた岩崎教育長、宇佐見さん、原田さん、
富岡二小の教務主任を務めた武内校長



　
一
日
も
早
い
避
難
指
示
解
除
を
め
ざ
す
小
良
ヶ
浜
・
深
谷
両
地
区
の
皆

さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
８
月
25
日
に
富
岡
町
、
26
日
に
い
わ
き
市
、

27
日
に
郡
山
市
で
３
回
目
と
な
る
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当

日
、皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
主
な
ご
意
見
や
ご
質
問
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

第
３
回
小
良
ヶ
浜
地
区
・
深
谷
地
区
の

再
生
に
向
け
た
取
組
に
関
す
る
意
見
交
換
会

　
意
見
交
換
会
に
は
、
延
べ
69
人
が
参
加

し
、
国
及
び
町
か
ら
①
特
定
復
興
再
生
拠

点
区
域
復
興
再
生
計
画
の
変
更　
②
帰
還

困
難
区
域
内
点
拠
点
・
線
拠
点
及
び
外
縁

の
除
染
・
解
体
工
事
と
仮
置
場
原
状
回
復

の
状
況　
③
点
拠
点
・
線
拠
点
の
避
難
指

示
解
除
に
よ
る
バ
リ
ケ
ー
ド
の
撤
去
及
び

設
置　
④
特
定
帰
還
居
住
区
域
に
関
す
る

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正

及
び
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
外
へ
の
帰

還
意
向
調
査
に
つ
い
て
説
明
。
そ
れ
ぞ
れ

の
項
目
に
つ
い
て
、
参
加
者
か
ら
多
く
の

質
問
や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
全
域
除
染
に
つ
い
て
】

Ｑ
．
避
難
指
示
解
除（
以
下
、
解
除
）の

時
期
を
示
さ
な
い
の
は
納
得
で
き

な
い
。
両
地
区
の
全
域
除
染
と
希

望
者
の
建
物
解
体
を
強
く
求
め
る
。

Ａ
．
ま
ず
は
現
在
の
政
府
方
針
に
沿
っ
て

　
　
取
組
を
進
め
、
な
る
べ
く
早
く
解
除

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。（
内
閣
府
）

Ａ
．
帰
還
の
た
め
に
は
除
染
が
根
幹
。
帰

還
を
希
望
さ
れ
る
方
々
の
箇
所
だ
け

で
は
な
く
、
集
落
内
を
面
的
に
除
染

す
る
よ
う
町
と
し
て
妥
協
な
く
国
と

の
協
議
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。（
町
）

Ｑ
．
他
の
区
域
と
同
様
の
除
染
を
す
る

の
が
当
た
り
前
で
は
な
い
か
。

Ａ
．
特
定
帰
還
居
住
区
域
制
度
を
活
用

し
、
な
る
べ
く
多
く
の
エ
リ
ア
を
除

染
で
き
る
よ
う
、
町
と
相
談
し
な
が

ら
計
画
の
策
定
や
認
定
を
進
め
て
い

き
ま
す
。（
内
閣
府
）

Ｑ
．
こ
れ
ま
で
も
面
的
な
除
染
を
求
め

て
き
た
が
、
改
め
て
要
望
す
る
。

Ａ
．
今
後
も
広
い
範
囲
の
除
染
を
国
に
求

め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
集
落
内
の

面
的
除
染
を
基
本
姿
勢
と
し
て
国
と

の
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。（
町
）

【
政
府
方
針
に
つ
い
て
】

Ｑ
．
政
府
方
針
に
あ
る「
２
０
２
０
年
代

を
か
け
て
」と
は
、
２
０
２
９
年
ま

で
約
７
年
か
か
る
と
い
う
こ
と
か
。

Ａ
．
解
除
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、

町
と
協
議
し
な
が
ら
除
染
の
進
捗
や

イ
ン
フ
ラ
復
旧
整
備
の
状
況
を
含
め

て
の
判
断
に
な
り
ま
す
が
、
で
き
る

だ
け
早
く
実
施
し
ま
す
。（
内
閣
府
）

Ａ
．
町
と
し
て
は
解
除
ま
で
２
０
２
０
年

代
を
要
す
る
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。
帰
還
を
希
望
さ
れ
る
皆
さ
ま
の

思
い
を
実
現
す
る
た
め
に
国
と
の
協

議
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。（
町
）

【
特
定
帰
還
居
住
区
域
の
解
除
の

時
期
な
ど
に
つ
い
て
】

Ｑ
．
除
染
や
建
物
解
体
を
し
て
も
管
理

を
し
な
い
と
再
荒
廃
し
て
し
ま
う
。

除
染
後
早
期
の
解
除
を
お
願
い
し

た
い
。

Ａ
．
特
定
帰
還
居
住
区
域
で
は
線
量
低
減

や
イ
ン
フ
ラ
復
旧
が
一
定
程
度
完
了

し
た
所
か
ら
解
除
が
可
能
と
な
る
た

め
、
町
と
し
っ
か
り
調
整
し
て
い
き

ま
す
。（
内
閣
府
）

Ａ
．
避
難
指
示
の
解
除
は
、
除
染
に
よ
る

放
射
線
量
の
低
減
が
大
前
提
と
な
り

ま
す
。
帰
還
希
望
者
の
箇
所
だ
け
で

な
く
、
集
落
内
の
面
的
な
除
染
を
国

に
求
め
て
い
く
考
え
で
す
。
除
染
に

多
少
の
時
間
を
い
た
だ
く
こ
と
に
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。（
町
）

【
点
・
線
拠
点
の
解
除
後
の
バ
リ
ケ
ー

  

ド
及
び
防
犯
対
策
に
つ
い
て
】

Ｑ
．
新
し
い
バ
リ
ケ
ー
ド
の
開
閉
方
法
は
。

Ａ
．
一
時
帰
宅
や
一
時
立
入
り
の
際
は
従

来
同
様
申
請
が
必
要
で
、
入
域
・
退

出
時
刻
に
合
わ
せ
て
国
の
委
託
業
者

が
開
閉
を
行
い
ま
す
。
線
拠
点
の
解

除
後
は
現
在
の
バ
リ
ケ
ー
ド
が
撤
去

さ
れ
、
自
由
な
道
路
の
通
行
や
点
拠

点
の
墓
地
へ
の
入
域
が
可
能
と
な
り

ま
す
。（
町
）

Ｑ
．
解
除
後
の
安
全
・
安
心
面
の
配
慮
は
。

Ａ
．
現
在
行
っ
て
い
る
消
防
団
や
民
間

事
業
者
に
よ
る
24
時
間
体
制
の
パ

ト
ロ
ー
ル
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

新
た
な
防
犯
対
策
を
具
体
的
に
検

討
中
で
す
。（
町
）

【
イ
ン
フ
ラ
復
旧
に
つ
い
て
】

Ｑ
．
な
る
べ
く
早
期
に
イ
ン
フ
ラ
復
旧

を
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
．
下
水
道
は
令
和
６
年
度
の
早
期
に
復

旧
整
備
に
着
手
し
、
道
路
も
併
せ
て

実
施
予
定
。
上
水
道
も
供
給
箇
所
か

ら
漏
水
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
下
水

道
同
様
な
る
べ
く
早
期
の
復
旧
を
め

ざ
し
ま
す
。
電
気
は
小
良
ヶ
浜
浄
化

セ
ン
タ
ー
ま
で
供
給
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
申
込
を
す
る
こ
と
で
家
庭
で

も
使
用
が
可
能
で
す
。（
町
）

【
建
物
解
体
に
つ
い
て
】

Ｑ
．
線
拠
点
外
縁
除
染
に
よ
る
建
物
解

体
の
申
請
期
限
は
あ
る
の
か
。

Ａ
．
現
時
点
で
は
未
決
定
で
す
が
、
こ
れ

ま
で
の
解
除
区
域
は
解
除
日
か
ら
１

年
後
を
期
限
と
し
て
い
ま
す
。

  （
環
境
省
）

Ｑ
．
外
縁
除
染
対
象
外
の
建
物
に
つ
い

て
解
体
の
受
付
期
限
は
。

Ａ
．
町
が
計
画
を
作
成
し
国
に
認
定
さ
れ

た
後
、
環
境
省
か
ら
除
染
同
意
の
案

内
が
届
き
ま
す
の
で
、
そ
の
時
点

で
ご
相
談
を
い
た
だ
く
考
え
で
す
。

（
町
）

【
農
地
除
染（
線
拠
点
外
縁
除
染
）

作
付
制
限
・
営
農
再
開
に
つ
い
て
】

Ｑ
．
農
地
除
染
の
客
土
に
砕
石
が
混
ざ
っ

て
お
り
、営
農
再
開
の
支
障
に
な
る
。

Ａ
．
除
染
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
り
１
回
の
除
礫

が
で
き
ま
す
の
で
、
個
別
に
対
応
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
環
境
省
）

Ｑ
．
外
縁
除
染
完
了
後
の
農
地
で
、
営

農
や
自
家
消
費
の
た
め
の
作
付
け

を
し
て
も
良
い
か
。

Ａ
．
外
縁
除
染
の
み
で
は
営
農
等
は
で
き

ま
せ
ん
。（
内
閣
府
）

【
除
染
後
の
資
産
管
理
に
つ
い
て
】

Ｑ
．
外
縁
除
染
が
完
了
し
た
土
地
等
は
、

今
後
誰
が
管
理
す
る
の
か
。

Ａ
．
原
則
と
し
て
所
有
者
に
よ
る
管
理
と

な
り
ま
す
。（
環
境
省
）

Ａ
．
町
は
、
皆
さ
ま
の
ご
負
担
を
少
し
で

も
軽
減
す
る
た
め
除
草
剤
の
配
布
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
帰
還
困

難
区
域
に
つ
い
て
は
東
京
電
力
が
除

草
支
援
を
し
て
お
り
、
１
回
／
年
の

実
施
回
数
の
増
加
に
つ
い
て
も
東
電

と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。（
町
）

　
町
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い

た
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
国
と
の
協
議
を
重

ね
な
が
ら「
富
岡
町
特
定
帰
還
居
住
区
域

復
興
再
生
計
画
」の
作
成
に
着
手
し
て
お

り
、
可
能
な
限
り
早
期
の
国
へ
の
計
画
の

申
請
を
め
ざ
し
て
お
り
ま
す
。

意見交換会の資料等は、
町ホームページからご覧
いただけます。

問 企画課 

検 索富岡町意見交換会

松ノ前墓地 小良ヶ浜共同墓地
●

●

●

●

●
●

小良ヶ浜多目的集会所小良ヶ浜多目的集会所

小良ヶ浜浄化センター

【面 拠 点】　令和５年４月１日（土）午前９時に避難指示を解除（　　　部分）
【点・線拠点】　外縁除染の進捗や放射線量を確認しながら解除時期を別途協議
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　       部分）●

深谷集会所深谷集会所

旧小良ヶ浜共同墓地旧小良ヶ浜共同墓地

●

特定復興再生拠点区域の現在の状況

広報とみおか　（10）（11）　広報とみおか



  

  

「
「 「

「

杉戸町マスコットキャラクター
すぎぴょん

杉戸町マスコットキャラクター
　すぎたろう

　杉戸町は、埼玉県東部に位置する人口約44,000人の町で、江戸時代は日光街道の宿場町として栄
えました。平成22年に富岡町と友好都市協定を締結し、交流が続いています。
　今回の「フレンドタウン杉戸掲示板」では、８月26日、27日の２日にわたり杉戸町で開催された「第
28回古利根川流灯まつり」をご紹介します。

　
古
利
根
川
流
灯
ま
つ
り
は
、「
訪
ね

て
見
た
い
！
〜
21
世
紀
に
残
す
日
本

の
風
景
遺
産
１
０
０
選
〜
」に
も
選
定

さ
れ
て
い
る
杉
戸
町
の
夏
の
風
物
詩

で
す
。
昭
和
初
期
頃
に
始
ま
り
一
時

中
断
さ
れ
た
も
の
の
、
平
成
２
年
に

商
店
会
の
有
志
に
よ
っ
て
復
活
し
ま

し
た
。

　

灯
ろ
う
は
す
べ
て
町
の
人
の
手

作
り
で
、
大
き
さ
は
畳
一
畳
ほ
ど
。

あ
か
り
が
灯
さ
れ
た
大
型
灯
ろ
う

２
５
０
基
が
約
１
㎞
に
わ
た
り
係
留

さ
れ
、
幻
想
的
な
光
の
帯
が
、
ま
さ

に「
地
上
に
降
り
た
天
の
川
」の
ご
と

く
川
面
を
埋
め
尽
く
し
ま
し
た
。

川面を幻想的な光で包み込む灯ろう 写真提供：杉戸町

準備には町民ボランティアなど多くの方々が参加

今年も係留作業に協力した富岡町職員

係留が終わり夕暮れを待つ灯ろう

（13）　広報とみおか（13）　広報とみおか 広報とみおか　（12）



No.91

　８ / 19（土）、道の駅なみえで行われた福島県復興シンボルキャラク
ター「キビタン」のお誕生会に参加してきたっぴ！
　この日は、旗挙げゲームをしたり、フラダンスを踊ったり、会場に
来てくれたみんなと記念撮影をしたりして、キビタンのお誕生会をお
祝いしたっぴ♪

　８ / 23（水）、トータルサポートセンターとみおかでおはぎ作りをし
ているって聞いて遊びに行ってきたっぴ！
　おはぎ作りをしていたのは、富岡町地域包括支援センターが地域交
流などを目的に行っている「とまり木茶話」に参加していた杉内地区の
みんなで、作り立てのおはぎはとっても美味しかったっぴ♪

キビタンのお誕生会をお祝いしてきたっぴ！

おはぎ作りに行ってきたっぴ！

HAPPY BIRTHDAY!HAPPY BIRTHDAY!
今年も１０月３日に誕生日を迎えたっぴ♪
この一年は少しずつイベントが復活して、みんなに会える機会も増えたっぴ！
これからもいろんな場所からみんなの笑顔をお届けするっぴよ！！

（15）　広報とみおか（15）　広報とみおか 広報とみおか　（14）

10/12 小学生と一緒に稲刈り体験

１/ ７ 二十歳を迎えたみんなと

４/９ 富岡町桜まつり2023

７/11 にこにここども園プール開き

11/19 諏訪神社で七五三をお祝い

２/10 西シェフが小・中学校を訪問

５/26 小学生が稚アユを放流

８/５ 富岡わんぱくパーク夏祭り

12/５ ミス・インターナショナルと

３/13 卒業おめでとうだっぴ！

６/４ 町内で花いっぱい運動

９/５ インターンシップの大学生と

とみっぴー １年間の思い出アルバム
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双葉郡立診療所の診療案内
診療時間等が変更となる場合がありますので、事前に電話でご確認ください。

医 療 機 関 名 診　療　科 診　療　日 受付時間・休診日など
双葉郡立好間診療所

（いわき市好間町北好間字外川原12-1）
☎0246-84-8500　

内科・歯科 月・水・金曜日
８：30～11：30　13：00～16：00

整形外科 第３・第５月曜日

双葉郡立勿来診療所
（いわき市勿来町酒井青柳14-1）

☎0246-85-5861 

内科・歯科 火・木曜日
８：30～11：30　13：00～16：00

整形外科 第３・第５火曜日

☎０２４－５２１－３７９０
または

＃８０００（プッシュ回線・携帯電話）
毎日19：00～翌朝８：00

☎０２４－５２４－３０２０
または

＃７７９９（プッシュ回線・携帯電話）
毎日19：00～翌朝８：00

県こども救急
電話相談

県夜間救急
電話相談

◆ 材料：２人分　★は旬の食材　

◆ 作り方

◆ ポイント

◆ 栄養成分（１人分）

鮭と野菜のレンジ蒸し
おうちレシピ

　鮭の赤い色はアスタキサンチンという色素で、細胞の老化を抑える
強い抗酸化作用があります。アスタキサンチンは、油と一緒にとると
吸収率が高まります。
　秋の食材を取り入れて、自然の恵みを楽しみましょう。

★鮭（切り身） …………………………………… ２切れ
★しめじ …………………………… １／２袋（５０ｇ）
★ チンゲン菜 ………………………… １株（１００ｇ）
★ かぼちゃ ……………………… 薄切り４枚（６０ｇ）
●レモン ………………………………………… １／４個
●ミックスチーズ ……………………………… ３０ｇ
●酒 …………………………………………… 小さじ１
●オリーブオイル …………………………… 小さじ１
●こしょう ………………………………………… 少々

①しめじは小房に分け、チンゲン菜は食べやすい大きさに切り、かぼちゃは薄切りに
します。
②１人分ずつ、大きめに切ったクッキングシートをひいた上に、チンゲン菜、鮭、かぼ
ちゃ、しめじの順にのせて、酒、オリーブオイルをかけ、チーズをのせます。
③クッキングシートの両端をキャンディーのように包みます。
④耐熱容器に③をおいて、電子レンジ（600W）で５分加熱します。
　※電子レンジの加熱時間は目安のため、適宜調整してください。
⑤クッキングシートを開いてこしょう、レモンをかけて完成です。

＊包んで作ることで、うまみや香りを閉じ込め、鮭もふっくらと仕上がります。
＊電子レンジだけでなく、フライパンで蒸し焼きにしても作れます。

町の
栄養士

おすすめ

秋の味覚を

味わってっぴ！

問 健康づくり課 健康づくり係

とみおか保健だより

町内医療機関の診療案内【10月・11月】
診療時間等が変更となる場合がありますので、事前に電話でご確認ください。

医 療 機 関 名 診　療　科 診　療　日 受付時間・休診日など

とみおか診療所
（富岡町中央３丁目70）
☎0240-22-6522

内　科 ・ 外　科
火曜日 9：00～12：00　（午後休診） 

水・木・金・土曜日 9：00～12：00　13：30～16：30

精神科 第２・第４・第５土曜日
9：00～12：00　13：30～16：30 
※初診は１時間ほど要しますので、
　事前に電話予約が必要です。

とみおか診療所 駐車場内 内部被ばく検査  10/20（金）・21（土） 9：30～15：30 （予約不要）
 ※日程が変更になる場合があります。 11/24（金）・25（土）

富岡中央医院
（富岡町中央１丁目119）

☎0240-22-6560
外　科 ・ 内　科
小児科 ・ 麻酔科 月・火・水・木曜日 8：30～12：00　13：00～17：30

※事前に電話予約が必要です。

穴田歯科医院
（富岡町字夜の森南３丁目54）

☎0240-22-3522
歯　科

月・火・水・木曜日 9：00～12：00　14：00～17：00

金曜日 9：00～12：00　（午後休診）
さくら歯科医院

（富岡町大字本岡字関ノ前197−７）
☎0240-23-6479

歯　科 火・水・木・金曜日 9：30～13：00　14：00～17：00

さいとう眼科
（富岡町本町２丁目53−２）

☎0240-21-0123
眼　科 月・火・水・木曜日 9：00～12：00　14：00～17：00

※月末に休診日があります。

川村医院
（富岡町小浜字中央737）

☎0240-22-3311
整形外科・内科

外科・リウマチ科
金曜日 ９：00～12：00　13：30～17：00

土曜日 ９：00～12：00　13：30～15：00

　
日
本
の
成
人
の
う
ち
、
約
５
人

に
１
人
が
糖
尿
病
ま
た
は
糖
尿
病

予
備
軍
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
糖

尿
病
は
重
症
化
す
る
と
様
々
な
合

併
症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
が
、
日
常
で
予
防

に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
糖
尿
病
っ
て
ど
ん
な
病
気
？
】

　
糖
尿
病
と
は
、
ブ
ド
ウ
糖
を
分

解
し
、
血
糖
値
を
下
げ
る
ホ
ル
モ

ン
で
あ
る「
イ
ン
ス
リ
ン
」の
不
足

や
作
用
低
下
に
よ
っ
て
、
血
糖
値

が
上
昇
し
て
し
ま
う
病
気
で
す
。

ブ
ド
ウ
糖
は
、
私
た
ち
が
生
き
て

い
く
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

大
切
な
も
の
で
す
が
、
多
す
ぎ
る

と
血
管
が
傷
つ
き
や
す
く
な
り
、

様
々
な
病
気
を
引
き
起
こ
す
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

【
糖
尿
病
に
な
る
と
ど
う
な
る
？
】

　
糖
尿
病
は
、
は
じ
め
の
う
ち
は

身
体
が
だ
る
い
、
疲
れ
や
す
い
と

い
っ
た
程
度
で
、
痛
み
な
ど
の
自

覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
健
診
な
ど
で
血
糖
値
が
高
く

て
も
治
療
を
受
け
ず
放
置
す
る
人

が
多
く
い
ま
す
。

　
糖
尿
病
が
発
症
し
て
か
ら
10
〜

15
年
放
置
し
て
治
療
も
せ
ず
に
い

る
と
、
３
大
合
併
症
と
い
わ
れ
る

「
網
膜
症
」「
腎
症
」「
神
経
障
害
」が

出
て
き
ま
す
。
本
当
に
怖
い
の
は

こ
う
し
た
合
併
症
で
す
。

「糖尿病を予防するために」

【
糖
尿
病
に
な
ら
な
い
た
め
に
】

・
食
事
の
量
と
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

に
気
を
つ
け
る

・
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
食
べ

る
・
決
ま
っ
た
時
間
に
食
べ
る

・
薄
味
で
調
理
し
野
菜
を
多
く
摂

る
・
無
理
の
な
い
適
度
な
運
動
を
す

る
・
で
き
る
だ
け
外
出
時
は
歩
く

・
な
る
べ
く
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
な

ど
を
使
用
せ
ず
階
段
を
使
う

・
暇
な
時
間
に
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す

る
　
糖
尿
病
の
予
防
は
、
食
事
に
注

意
し
て
運
動
す
る
こ
と
に
つ
き

ま
す
。
健
康
的
な
生
活
習
慣
を
身

に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　

今
年
の
総
合
健
診
で
出
さ
れ

た
あ
な
た
の
血
糖
値
は
ど
の
よ

う
な
数
値
で
し
ょ
う
か
。
健
診

結
果
説
明
会
で
説
明
し
な
が
ら

結
果
票
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

エネルギー 222kcal
たんぱく質 22.9g
脂質   9.7g
炭水化物 10.6g
　－糖質   7.4g
　－食物繊維   3.2g
食塩相当量   0.7g

＊
・
・
＊
・
・
＊
・
・
＊
・
・
＊



まな森 TIME
富岡町文化交流センターかわら版

問 富岡町図書館

問 富岡町図書館

問 生涯学習課 生涯学習係

図書館だより図書館だより図書館だより

● 10月の移動図書館運行日

 ３ 日（火）福島コース

１２日（木） いわき②コース

１８日（水） 町内コース

１９日（木） いわき①コース

２５日（水） 近隣町内コース

※時間や場所など詳細は「令和５年度 富岡町ふれ
あいカレンダー」をご覧ください。

※災害等により中止となる場合があります。

● 新着図書のご案内
　 新しく受け入れた本の一部をご紹介します。
　 一覧表は、「学びの森」ホームページでご覧になれます。

　ChatGPTの法律
　中央経済社／編（中央経済社）［007.13/チ］

　古記録入門
　高橋 秀樹／著（吉川弘文館）[210.4/タ]

　何が投票率を高めるのか
　松林 哲也／著（有斐閣）［314.8/マ]

　シニアの手間なし栄養ごはん
　米山 久美子／著（主婦の友社）[498.59/ヨ］

　レーエンデ国物語 ２　月と太陽
　多崎 礼／著（講談社）［F/タサ]

● おはなし会　小さいお子さんに向けて絵本や紙芝居の読み聞かせを行います。申込みは不要です。
　 【日　時】　１ ０ 月 １ ４ 日（ 土 ）　 １ ０：３ ０ ～ １ １：０ ０　　【会 場】　富岡町図書館内　おはなしのへや

絵本原画展を開催します
　絵本作家・松本春野さんの絵本原画展を開催します。松本さんは東日本大震災以降、福島の子どもたちに
心を寄せてくださり、絵本を出版されています。『ふくしまからきた子』『ふくしまからきた子　そつぎょう』
の２作品の原画を展示します。原画展の期間中はワークショップも開催しますので、ぜひご参加ください。

〈松本春野絵本原画展〉
【開催期間】　１０月３１日（火）～１１月１０日（金）
　　　　　　 １０：００～１８：００（月曜・祝日を除く）

【会 　 場】　富岡町文化交流センター「学びの森」 １階　小ホール
〈ワークショップ〉　「色で遊ぼう～心の色ってどんな色？」
　　　　　　　　　 絵具を使って色あそびをします

【開 催 日】　１１月４日（土）　１４：００～１６：００
【会 　 場】　富岡町文化交流センター「学びの森」 ２階　創作室
【講 　 師】 松本　春野 氏（絵本作家）
【参 加 費】　無料
【定 　 員】　１５名程度（先着順で定員になり次第締め切ります）
【対 　 象】　小学生以上
【申し込み】　富岡町図書館へ電話、ＦＡＸ、図書館ホームページ内
　　　　　　 イベント申込みフォームから申請、またはカウンター
　　　　　　 へ直接申込みのいずれかでお申し込みください。

お詫びと訂正
　広報とみおか９月号に掲載した令和５年度下半期生涯学習講座の健康太鼓教室の開催予定
日に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
　　　　【誤】　２月１０日（土）　　【正】　２月３日（土）

広報とみおか　（18）（19）　広報とみおか

講師　松本春野 氏

問 産業振興課 農業振興係

次世代につなぐ農業の未来 53
－ Agriculture for the  future －　

シリーズ 「農業復興」

　高齢化や人口減少の本格化により農業者の減少や耕作放棄地が拡大し、地域の農地が適正
に利用されなくなることが懸念されています。
　今回は、農地を将来にわたって守り続けていくために農地集約や農地利用の姿を明確化す
る「地域計画」についてお知らせします。

農地の将来を話し合う、「地域計画」の作成を始めます
〇「地域計画」とは
　地域農業の将来を守るため、農業者をはじめ地域の皆さんが話し合って作る地域農業の未来設計
図で、概ね１０年後の姿を描きます。
　地域の農地を誰が耕作するのか、将来の担い手をどうするか、農地の集約など、地域の皆さんの
話し合いの結果を農地ごとに明確化した「目標地図」を作成し、県や農協などの関係機関と協力しな
がら町が「地域計画」を策定します。
　この計画は、国が定める「農業経営基盤強化促進法」に基づいて、令和７年３月末までに策定する
こととなっています。

【目標地図のイメージ】
色ごとに農業者が異なる農地を表しています。

【地域計画策定の流れ】

現状 目標

点在した農地や誰が営農
するか決まっていない農
地があります

各農地を担う農業者を決
め、まとまりのある農地で
営農するあり方を示します

令和５年１０月～
令和６年５月ごろまで

順次開催

座談会開催後に
順次実施

令和６年１０月～
令和６年１２月ごろ

関
係
機
関
へ
の
意
見

聴
取
・
地
域
計
画
の

案
の
説
明
会
を
実
施

令和７年１月～
令和７年３月末

地
域
計
画
の

策
定
・
公
告

座談会の開催を予定しています
　今後町では、地域での話し合いの場を設け、地域の皆さんと共に将来どのように
農地を利用していくかなどの方針を決めていきます。
　日程等の詳細は、決まり次第広報や町ホームページにてお知らせします。
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協
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を
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ま
と
め
・
公
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福島民報社 双葉南支局
渡部　純 支局長

福島民友新聞社 菅野 篤司 
編集委員・浜通り創生担当

　富岡町の夏の風物詩「富岡夏祭り2023」が８月19日、富岡漁港を舞台
に繰り広げられました。漁港を会場にしたのは初めてで、海上や砂浜を
使った多彩なイベントが企画され、にぎやかな光景が広がっていました。
　砂浜で行われた宝探しでは、子どもたちが砂まみれになりながら、懸
命に砂を掘って宝物を探していました。ほほ笑ましい風景に思わず、何
枚も写真を撮ってしまいました。漁港には屋台やキッチンカーが並び、
おしいそうな香りが漂っていました。来場者が海風を受けながら、夏の
イベントを楽しんでいました。
　東日本大震災と東京電力福島第１原発事故の発生から12年余りが過

ぎ、少しずつ復興が進み、新型コロナウイルスの感染
拡大の影響も以前より少なくなってきました。
　夏祭り会場でシャッターを切りながら、ようやく「日
常」が戻ってきたような印象を受けました。震災と原発
事故、コロナという大きな困難を乗り越えてきた実感
を改めて受けました。
　当たり前のことが当たり前でなく、人々の笑顔や笑
い声がとても有り難いものであると、取材を通して感
じました。一方で、まだ復興が進んでいない部分、課
題は山積しています。きめ細かく追っていきたいと思
います。

　富岡町を巡る2023年度上半期の出来事の中で、ひときわ印象深かっ
たのは、４月１日の夜の森地区を中心とした特定復興再生拠点区域（復
興拠点）の避難指示解除でした。桜並木は満開となり、地区が新たな一
歩を踏み出したことを祝っているかのようでした。天候にも恵まれ、多
くの人がそぞろ歩きをしながら節目の日を迎えていました。
　上を見れば、青空に映える桜の花。道路の先に視点を移せば、その桜
を愛でる人の列。しかし、目線を桜の幹に向け、さらに道路脇に転じ
ていくと、解体を待つ建物や空き地があり、2011年の東京電力福島第
一原発事故から避難指示の解除まで長い時間がかかったことが実感させ

られました。解除の日を待った町民の方にとっては、
今年の桜はより美しく見えたのではないでしょうか。
　ただ、忘れてはならないのは、富岡町民の中でま
だ「待っている」方々がいることです。国道６号から
東側の小良ヶ浜・深谷の両地区は、帰還困難区域の
ままになっています。震災と原発事故から12年以上
が経過した現在、帰還を阻んでいるのは、一体何か。
次の解除が可能な限り早期になるよう、取材を進め
ていきたいです。

富岡夏祭りで砂浜宝探しを楽しむ子どもたち

避難指示解除を祝うように満開となった桜並木

新聞記者 自信のワンショット！新聞記者 自信のワンショット！
記者が見て感じる富岡町の「今」を寄せていただきました。

新聞記者 自信のワンショット！新聞記者 自信のワンショット！
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「トータルサポートセンターとみおか」 のご紹介 vol.6

▼トータルサポートセンター
　とみおか

▼特別養護老人ホーム桜の園 ▼Re-Birth Instagram

ホームページ Instagram Fitness 公式 LINE X（旧Twitter） Cafe

　トータルサポートセンターとみおかでは、町内の皆さ
まが安心して生活することができるよう、「介護予防教室」
や「交流サロン事業」、「高齢者への配食事業」のほか、指
定管理者（社会福祉法人光美会）による「カフェ」や「フィッ
トネス」も運営されています。

【交流サロン事業についてのご紹介】

〇理学療法士による自宅でできる健康体操〇
　　１０月は、環境の変化や人間関係などのストレスによって自律神経が乱れる時期と言われています。
　今回は、自律神経を整える簡単エクササイズをご紹介いたします。
　　ご質問等は、トータルサポートセンターとみおかへお問い合わせください。

交流サロンで作成したアート作品

エクササイズの様子
健康講話【高血圧と運動】

　お子さまから高齢者の方まで幅広く集い、通いの場と
してご利用いただけるよう、Re-Birthに在籍している理
学療法士、管理栄養士、スポーツトレーナーが、「健康講
話」、「栄養講話」、「リズム体操」など様々なサロンを開催
しています。お気軽にご参加ください。

【開催日】 毎週土曜日
※開催時間は、交流サロンによって異なります

ので、お電話（☎０２４０－２５－８９１２）
でお問い合わせいただくか、当センターＨＰ
または公式LINE等でご確認ください。

胸を張って、丸める動作を繰
り返しましょう！
肩甲骨の間を意識しましょう。

【回数】
１０回×３セット／／日

１ ２

息を吐く

息を吸う



人と町をつなぐ

～教えて！とみっぴー63～
　「教えて！とみっぴー」は、「とみおかアプリ」の使い方や配信している内容、現在の町の様子を、
とみっぴーと「とみおかアプリ」スタッフが一緒に紹介するコーナーです。

　今回は諏訪神社からお送りします！写真のどこか
にとみっぴーが隠れています。見つけた方は、コ
ミュニティ広場＞自由広場＞ご自由に投稿してく
ださい＞こんなところに!?  隠れとみっぴー！
part34まで！

こんなところに !? 隠れとみっぴー！part34

とみおかアプリ・サポートセンター

　タブレット端末やスマートフォンでご利用いた
だけます。QRコードを読み取り、ダウンロード
してお使いください。

　ダウンロードの方法がわからない、アプリの詳
しい使い方を知りたい、また利用者ID通知書を紛
失された場合などは、サポートセンターまでお問
い合わせください。

「　　　　　　　」を使ってみませんか？

QRコードを読み取って
アプリをインストール ▶

☎０５７０－０５１－０３０
（平日９：００～１８：００）

　　

令和６年２月、とみおかアプリが新しく生まれ変わります！
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　皆さんこんにちは！
　一般社団法人とみおかプラスの辺見です。今
回は、7月に開催した移住者交流会の様子をご
紹介します！ 
　今回、初めての開催となった移住者交流会。
初回のため参加者が集まるか心配でしたが、当

日は約20名の皆さんが参加してくれました。会場はグリーンフィー
ルド富岡で、簡単なレクリエーションと自己紹介タイムを経て、バー
ベキューを行いました。
　途中で土砂降りの雨に見舞われ、用意していたモルック（フィン
ランドの伝統的なゲームを元に考案されたアウトドアスポーツ）は
できませんでしたので、またの機会に楽しんでもらえたらと思いま
す。
　移住したきっかけは皆さんそれぞれでしたが、富岡町の好きなと
ころという質問では、気候が良く過ごしやすいと答えている方が多
いのが印象的でした。バーベキューをしながらみんなで一緒にご飯
を食べて、自然と話が盛り上がり、交流が深まったのではないかと
思います。
　今後も様々な内容で移住者交流会を開催する予定ですので、多く
の皆さんのご参加を心よりお待ちしています。

一般社団法人とみおかプラス
〒979－1111
福島県富岡町大字小浜字中央338（旧竹村写真館）
TEL 0240－23－6919／ FAX 0240－23－6982

移住相談窓口『とみおかくらし情報館』

営業時間 10：00～17：00
　　　　 （年末年始を除く）
TEL 0240－23－6983

お問合せ先

第４回

だより

スタッフコラム
来たる秋を感じる今日この頃
ですが、去る夏は楽しめまし
たでしょうか？ 今年は、盆踊
りや漁港での夏祭りが開催さ
れ、４年ぶりに麓山の火祭り
も再開されました。私はお祭り好きなのですべて
に参加しましたが、どのお祭りの運営にもたくさ
んの町民が関わられており、富岡町らしさを感じ
ることができました。これからも富岡町を楽しん
でいきたいです。（辺見）
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お知らせ お知らせ

お知らせ新型コロナワクチン接種開始のご案内

令和５年度国民健康保険証更新のお知らせ

新　型
コロナ

保険証
更　新

　９月２０日より、町内でのオミクロン株ＸＢＢ１. ５対応１価ワクチン接種が始まりました。詳し
くは、接種券に同封の案内をご確認ください。なお、町外に避難されている方も町内で接種できます
が、ワクチンの数に限りがありますので、避難先での接種にご協力ください（避難先での接種情報は、
現在お住まいの自治体ホームページ等でご確認ください）。

【対 象 者】　初回接種を終了した生後６か月以上のすべての町民
【接 種 券】 ９月１１日より、前回接種から３か月が経過する頃に順次発送します。

※県内避難先自治体の発送スケジュールを考慮して発送します。なお、前回お送りした
接種券で接種していない方には今回お送りしておりませんので、お手元にある接種券
で接種してください。

【町内での接種について】　
接種期間：９月２０日（水）～ １０月２７日（金）
接種会場：とみおか診療所、富岡中央医院
予約方法：①富岡町コロナワクチンコールセンターに電話で予約する
　　　　　　☎０１２０－８１１－００１（平日 ９：００～１７：００）
　　　　　②ＷＥＢ（インターネット）で予約する

【そ の 他】　・接種券が届かない方
　　　　　　　発送状況等を確認いたしますので、健康づくり係までご連絡ください。
　　　　　　・接種券を紛失・破損した方

接種券を再交付しますので、再交付申請書に必要事項を記入し、切手を貼った返信用
封筒と一緒に健康づくり係までお送りください。申請書は、健康づくり係に備え付け
てあるほか、町ホームページからもダウンロードできます。
※インターネット環境が無い方にはお送りしますので、健康づくり係までご連絡く
ださい。

　富岡町国民健康保険に加入されている方へ、新しい保険証を９月下旬に簡易書留でお送りしました
（有効期限：令和６年９月３０日）。
　なお、職場の健康保険等に加入した方は富岡町国保の保険証が使用できませんので、必ず脱退手続
きを行ってください。

【手続方法】　申請書に下記必要書類を添付し、国保年金係へご提出ください。申請書は国保年金係ま
たは、いわき支所、郡山支所に備え付けてあるほか、町ホームページからもダウンロー
ドできます。

【必要書類】　①新しい社会保険等の健康保険証の写し（今回加入された方全員分）
　　　　　　②国民健康保険証及び、一部負担金等免除証明書

【そ の 他】　郵送による申請を希望される場合は、国保年金係までご連絡ください。

問 健康づくり課 国保年金係

問 健康づくり課 健康づくり係

問 健康づくり課 健康づくり係

インフルエンザ予防接種の費用を助成します助成

　町は、次のとおり子どもと高齢者のインフルエンザ予防接種費用の助成を行います。
 ［新規］子どものインフルエンザ予防接種（今年度から助成開始）
【対 象 者】　生後６か月～１８歳（高校３年相当）
【期　　間】 １０月１日（日）～令和６年１月３１日（水）
【助成回数】 ・生後６か月～１３歳未満：２回接種分　・１３歳～１８歳：１回接種分
【接種、申請方法】

・医療機関に予約して、接種時にいったん接種費用を自己負担してください。自己
負担分を助成しますので、接種後次の書類を健康づくり係へ提出してください。
①助成金交付申請書兼請求書、②領収書（原本）、③母子健康手帳等の接種日が確
認できるもののコピー
※助成申請書は、健康づくり係または、いわき支所、郡山支所で交付しています。
また町ホームページからダウンロードすることもできます。
※２回接種する方は、２回分まとめて申請してください。
 ・助成申請書の提出期限：令和６年２月２９日（木）

 高齢者インフルエンザ予防接種
【対 象 者】 ・接種日当日において満６５歳以上の方

・接種日当日において満６０歳～６４歳の方で、心臓・腎臓もしくは呼吸器の機能、
またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に重い障害があり、日常生活が極
度に制限される方（身体障害者手帳１級をお持ちの方）

【期　　間】 １０月１日（日）～令和６年１月３１日（水）
【助成回数】 １回接種分
【接種方法】（１）県内にお住まいの方

・昨年度接種された方には、接種に必要な書類を１０月初めに個別にお送りし
ました。
・昨年度接種されなかった方で接種を希望する方は、必要書類をお送りします
ので、事前に健康づくり課健康づくり係までご連絡ください（必要書類は健康
づくり係または、いわき支所、郡山支所でも交付できます）。
・接種の際は、必ず医療機関に予約してください。町内ではとみおか診療所、
富岡中央医院で接種できます。

　　　　　　（２）県外にお住まいの方
・避難先市町村の予防接種担当窓口にご連絡のうえ手続きしてください。
・自己負担が発生した場合は助成しますので、次の書類を健康づくり係へ提出
してください。
　①助成申請書、②領収書（原本）、③予診票または接種済証のコピー
・助成申請書の提出期限：令和６年２月２９日（木）

富岡町国保各種手続き

お知らせ

～ お電話でのお問い合わせが難しい場合は企画課まで　FAX 0240－22－0899　　 tom0200-006@tomioka-town.jp ～



広報とみおか　（26）（27）　広報とみおか

問 福祉課 福祉係

問 住民課 生活支援係

原子力災害による中間指針第五次追補に関する賠償のお知らせ賠償

　原子力損害の賠償に関する法律に基づき、原子力損害賠償紛争審査会は被害者の早期救済を目的とし
て賠償指針となる中間指針を見直し、第五次追補を決定しました。

 第五次追補専用ダイヤル及び、東電相談窓口について
福島第一原発事故による損害については請求期限が設けられておりませんので、「第五次追補専用
ダイヤル」や「東電相談窓口」が混み合っている場合は少々お待ちくださるようお願いします。
なお、東電が設置している相談窓口でも手続きが可能です。

【第五次追補専用ダイヤル】
☎０１２０－９２６－４７０
　受付時間　９：００～１９：００（月～金曜日）
　　　　　　９：００～１７：００（土日祝日）

【東電相談窓口開設場所】
・文化交流センター「学びの森」２階 ＩＴ研修室（令和６年３月末まで）
　開設日　火・木・金曜日（祝日と学びの森休館日は除く）　１０：００～１５：００
　　　　　※１０月１０日（火）、１３日（金）、１９日（木）、２０日（金）
　　　　　　１１月２３日（木）は開設しておりません。
・富岡町役場郡山支所
　開設日　毎週水曜日　１０：００～１５：００

 東京電力ホールディングス㈱（以下、「東電」）への賠償請求方法

※世帯代表者が亡くなった場合は、第五次追補専用ダイヤルまたは、東電相談窓口へご連絡ください。

東電ウェブサイトによる手続き ４月１０日から請求受付が開始されました。すでに請求手続きを
済ませた方につきましては、順次手続きを進めています。

請求書による手続き 東電ウェブサイトでの請求手続きをされていない方には、順次請
求書を送付しています。

問 住民課 生活支援係

広報紙発送に関するご連絡、お問い合わせはこちらまで
広報紙の発送を停止、または新たに送付してほしい…………企画課広聴広報係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      または、いわき支所、郡山支所
広報紙が届かない、または送付先を変更したい………………………………企画課広聴広報係

広 告

土地・家屋のご売却・リフォーム・売買、賃貸の仲介・管理、土地・家屋を有効
活用したい等、土地やお住まいの事ならお気軽にご相談ください。

【福島県知事（１）第 3408 号】　担当：志賀・蒲生
定休日：土・日曜日　営業時間：9：00～ 18：00

福双エステート株式会社

〒979－1112　福島県双葉郡富岡町中央３丁目 145
TEL：0240－23－6296　　FAX：0240－23－6297　　URL：https://www.fukusoestate.com

富岡ホテルからのご案内
ご 法 要 5,000円（税別）より 　全11品
ご 宴 会 5,000円（税別）より 　全９品＋飲み放題付
特製弁当 1,000円（税別）より 　10名様分から配達いたします

お問い合わせ　富岡ホテル（株）
　福島県双葉郡富岡町駅前27

　　　　　　　 　　　       TEL：0240-22-1180　　FAX：0240-22-1182
＊ご予約の際は、町民割プランとお伝えください。

町民割引のご宿泊予約も継続中です！

～各種大好評！！ ご予算に応じて様々な料理を承ります～

お知らせ お知らせ

～ お電話でのお問い合わせが難しい場合は企画課まで　FAX 0240－22－0899　　 tom0200-006@tomioka-town.jp ～

令和５年度住民税非課税世帯向け給付金・追加給付のご案内

住宅再建のための融資相談会のご案内

給付

融資

　食料品等の物価高騰が長引く中、その影響を特に受ける非課税世帯を支援するため、令和５年度電
力・ガス・食料品等価格高騰対策重点支援給付金を申請・受給された世帯へ追加給付を行います（支
援給付金についての詳細は広報とみおか７月号をご覧ください）。

【対 象 者】 下記①、②のいずれかに該当し、令和５年度電力・ガス・食料品等価格高騰対策重点支
援給付金（３万円）を申請された方
①基準日（令和５年６月１日）時点で町内に住民登録があり、世帯全員の令和５年度住民
税が非課税である世帯
※住民税が課税されている者の扶養親族等のみで構成される世帯を除く。
②令和５年１月以降に家計が急変し、世帯全員の収入が住民税非課税相当となった世帯

【支給時期】　令和５年１１月以降（予定）
【支 給 額】　１世帯当たり１万円
【支給方法】　電力・ガス・食料品等価格高騰対策重点支援給付金支給口座への振込
【注意事項】　・給付金の受取口座を変更する場合は、１０月２０日（金）までに福祉係へご連絡ください

（口座の変更がない場合は連絡不要です）。
・追加給付への申請は不要ですが、該当世帯へ７月にお送りしました「令和５年度電力・
ガス・食料品等価格高騰対策重点支援給付金支給要件確認書」の提出がお済でない方は、
福祉係へ忘れずにご持参または郵送でお送りください。

　独立行政法人住宅金融支援機構（旧「住宅金融公庫」）は、東日本大震災やその他の自然災害で被災し
た住宅を復旧するための災害復興住宅融資（公的住宅ローン）を受け付けています。
　災害復興住宅融資に関する相談会を下記のとおり開催しますので、お気軽にご参加ください。

【対 象 者】 ①住宅の「り災証明書」を交付された方
②東京電力福島第一原子力発電所の事故による避難指示を受けられた方

【日　　時】 １１月２０日（月）　①１３：００～１４：００　②１４：００～１５：００
　　　　　　※相談は無料ですが、事前予約が必要です。

【場　　所】　富岡町役場 １階相談スペース
【相談会の予約・お問合せ先】

住宅金融支援機構東北支店　東北復興支援室
☎０２２－２２７－５０３０（平日９：００～１７：００）
※住宅金融支援機構では、災害復興住宅融資に関するご相談を随時承っております。

東電ウェブサイト 東電相談窓口
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令和６年度 固定資産税の課税方針について課税

　固定資産税は、毎年１月１日時点で固定資産（土地・家屋・償却資産）を所有している方々に課税さ
れる税金です。
　令和５年４月１日に避難指示が解除された区域については、地方税法に基づき、令和６年度から３
年間は２分の１課税となりますが、令和６年度については残りの２分の１についても町で負担し、全
額減免とする方針です。

【平成３０年度～令和８年度にかけての各区域における課税方針】

区　　分 平成
29年度

平成
30年度

令和
元年度

令和
２年度

令和
３年度

令和
４年度

令和
５年度

令和
６年度

令和
７年度

令和
８年度

平 成 ２ ９ 年
４ 月 １ 日 に
避 難 指 示 が
解 除 さ れ た
区域

土地
建物

課税
免除

課税免除
地方税法（１/ ２）
＋町条例（１/ ２）

２分の１
課税

２分の１
課税 通常課税

償却
資産

課税
免除 通常課税

令 和 ５ 年 ４
月 １ 日 に 避
難 指 示 が 解
除 さ れ た 区
域

土地
建物

課税
免除 課税免除

課税免除予定
地方税法（１/ ２）
＋町条例（１/ ２）

２分の１
課税
予定

２分の１
課税
予定

償却
資産

課税
免除 通常課税（申請による減免措置あり） 通常課税

帰還困難
区域

土地
建物

課税
免除 課税免除

償却
資産

課税
免除 通常課税（申請による減免措置あり）

問 税務課 固定資産係

ADR定期個別相談会 開催のお知らせADR

　原子力損害賠償に係るＡＤＲ定期個別相談会を、下記のとおり開催します。
　ＡＤＲとは、原子力損害の賠償請求について円滑・迅速かつ公正に紛争を解決することを目的に設
置された国の機関で、弁護士資格を有する仲介委員が中立・公正な立場から和解仲介を担当します。
　すでに東京電力から損害賠償を受け取られた方を含め、どなたでも予約不要で無料相談ができ、そ
の場で申し立てることができますのでお気軽にご相談ください。

【日　　時】　１０月３０日（月）　１０：３０～１４：００
【会　　場】　富岡町役場 １階相談スペース

問 住民課 生活支援係

【出張求職者カフェ】 働きたいネットの就職応援マルシェ　就業
支援

有限会社シティハウジング
賃貸アパート・貸家の仲介・管理・貸事務所
売家･売地や, 貸倉庫等土地 ･ お住い ･ 建物のことなら当社に
お任せください！ TEL：0240－22－8212　

〒979－1111 福島県双葉郡富岡町大字小浜字大膳町２番地１
FAX：0240－22－2995　　URL：https://www.city-housing.co.jp/
担当：杉本　定休日：土・日・祝日　営業時間：9：00 ～ 16：00　【福島県知事（５）第 2205 号】　

　ハローワーク富岡に求職者カフェがやってきます！参加無料で予約も不要です。就職活動に役立つ
支援が無料で受けられますので、お気軽にお越しください。

【日　　時】　１１月８日（水）　９：００～１２：００
【場　　所】　ハローワーク富岡 ２階会議室
【内　　容】　・証明写真撮影（貸出用ジャケット有）　
　　　　　　・応募書類作成　・面接対策　・適職診断　等

問 ホームページ  働きたいネット  
 福島広域雇用促進支援協議会 福島統括窓口

　 福島市中町４－２０　エスケー中町ビル２０２号
　 ☎０２４－５２４－２１２１

 働きたいネット

広 告

町税 納税のお知らせ

問 税務課 課税係

　各税目の納期限は次のとおりです。忘れずに納め
ましょう。

税目及び期別 納期限
町県民税　　   　    第３期
国民健康保険税　    第４期 １０月３１日（火）

広 告

広 告

【主な取り扱い業務】 ・相続、売買、贈与等による不動産の名義変更
　　　　　　　　 ・会社の登記 ・裁判所提出書類作成　等

わたなべ法務事務所
司法書士　木原　雅裕 

司法書士法人

〒979－1112　双葉郡富岡町中央二丁目20番地
TEL 0240-22-1919

　FAX 0240-22-1939
E-mail：m-kihara@watanabehoumu.jp
HP　  ：https : //www.watanabe-houmu.com

住所：〒979－0402  広野町大字下北迫字二ツ沼 44－60

電気設備設計施工・空調機器設置施工・オール電化機器設置施工
電気器具販売及び修理・一般伐採（根切・中断切・枝切・下刈）
墓地清掃雑草除去・樹木のチップ化

ワタナベ電建株式会社
明るい快適なまちづくり

☎0240－23－6720 FAX 0240－23－6721～見積もり無料です。ご相談ください～

お知らせ お知らせ

～ お電話でのお問い合わせが難しい場合は企画課まで　FAX 0240－22－0899　　 tom0200-006@tomioka-town.jp ～



6月～10月は台風が多く発生します！

過去の災害から学び、非常持出袋や飲料水・食料の確保、災害に備えて準備をしましょう
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双葉地方水道企業団からのお知らせ

令和５年８月１日～令和５年８月３１日分（毎日採水、毎日検査）
採水場所 水　源 ヨウ素１３１ セシウム１３４ セシウム１３７

小山浄水場 木戸川（ダム放流水） 不検出 不検出 不検出
関根浄水場 富岡川（伏流水） 不検出 不検出 不検出

※いずれの検体も、８月３１日時点で放射性物質は不検出です。
※「不検出」とは、一定の条件で測定機器が検出できる最小値（1Bq/kg）未満であることを示しています。
※最新の検査結果は、企業団ホームページ（https://www.f-mizu.jp）をご覧ください。

《参考》検査日現在の目標値　　（単位 : Bq/kg）
ヨウ素１３１ セシウム１３４ セシウム１３７

食品衛生法の規定に基づく新たな基準による目標値 ー １０
※これまで暫定規制値が設定されていた放射性ヨウ素については、半減期が短く、国に平成２３年７月１５日以降
の検出報告がないことから、規制の対象から除外されました。

１. 測定機関　双葉地方水道企業団
２. 分析装置　ゲルマニウム半導体検出器
３. 検査頻度　毎日

４. 測定方法　水道水等の放射能測定マニュアル（厚生労働省）
５. 検査結果　以下のとおり

水道水中における放射性物質のモニタリング結果

問 双葉地方水道企業団 
〒９７９－０５１５ 楢葉町大字上小塙字小山６－２

 　☎０２４０－２５－５３１５㈹／５３２３（営業係）
 　【開庁時間】８：３０～１７：１５（平日）

秋の行政相談週間
　１０月１６日～２２日は、総務省の「行政相談週間」です。
　行政相談は、役所（国、県及び市町村）や公共法人等の仕事に関して、苦情や要望、困っているこ
と、分からないことなどについて相談に応じ、その解決をお手伝いするものです。
　相談は無料で秘密も厳守されますので、お気軽にご利用ください。

　富岡町では、行政相談委員による相談を次のとおり受付・開催しています。
 行政相談委員
　 委員は、総務大臣から委嘱されている身近な相談相手です。
　 【氏　　名】　塩澤　龍造
　 【住　　所】　いわき市好間町中好間字田中５４番地
　 【電話番号】　０２４６－３６－１８５４（ＦＡＸ兼）
　　　　　　　 ※自宅でも随時電話により応対します。

 定例相談所
　 【日　　時】　毎月第４水曜日　１３：００～１６：００
　 【場　　所】　富岡町いわき地区多目的集会施設

 特設相談所
　 【日　　時】　毎月第２土曜日　１０：３０～１４：３０
　 【場　　所】　さくらモールとみおか 交流広場

　　　　　　　　　　　問 企画課 広聴広報係

洪水マップ 土砂災害マップ
防災
パンフレット

　町は、町内のハザードマップなど防災情報を掲載した「防災パンフ
レット」を発行しています。ご希望の方は生活環境課へお問い合わせく
ださい。

富岡消防署からのお知らせ

火事と救急は１１９番

　皆さんの記憶に残っている令和元年１０月１２日に上陸した、台風19号
「令和元年東日本台風」は、県内に大きな被害を出しました。

【福島県内の被害状況】
死者・行方不明者　３２名　全壊住宅　１, １４６棟　半壊住宅　５, ８６５棟　床上浸水　８, ４３４棟
最大２４時間雨量（川内村）　４４１. ０ｍｍ　堤防決壊　４９箇所　土砂災害　1 ３８箇所

【ローリングストック】
　ローリングストックとは、日常使う食材や非常用の食料品を消費
しながら備蓄していく方法です。食べ慣れない食事だと、災害時の
ストレスになります。非常時だからこそ、普段から食べ慣れている
ものを備蓄しましょう。

【必需品】
飲料水・食べ物・携帯トイレ・衛生用品・救急用品
歯磨きセット・ランタン・ヘッドライト・携帯ラジオ
カイロやレインコート（季節グッズ）

問 富岡消防署　 ☎０２４０－２２－２１１９
問 楢 葉 分 署　 ☎０２４０－２５－２１１９
問 川内出張所　 ☎０２４０－３８－２１１９

◆問い合せ先◆

歯磨きセット・ランタン・ヘッドライト・携帯ラジオ
備える

補充する 消費する

お知らせ お知らせ

～ お電話でのお問い合わせが難しい場合は企画課まで　FAX 0240－22－0899　　 tom0200-006@tomioka-town.jp ～

【非常持出袋】
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ふくしま避難者交流会を開催します
　ふるさとの最新情報や「笑いヨガ教室」など、お役立ち
企画満載のふくしま避難者交流会を、次のとおり開催し
ます。お誘い合わせのうえ、ふるってご参加ください。

【日 　 時】　１１月１８日（土）
　　　　　　１４：００～１６：００

【場 　 所】　東京国際フォーラム
　　　　　　ガラス棟７階　７０１会議室
　　　　　　（東京都千代田区丸の内３丁目５－１）
　　　　　　　　　　　問 福島県避難者支援課
　　　　　　　　　　 　　☎０２４－５２３－４１５７

　五穀豊穣と商売繁盛を祈念する秋の風物詩「富岡えび
す講市」を、次のとおり開催します。
　当日は楽しいイベントが盛りだくさん。皆さまのご来
場をお待ちしております。

【日 　 時】　１１月１１日（土）　１０：００～
【会 　 場】　富岡町中央商店街
　　　　　　※詳しくは、広報１０月号に同封のチラシ
　　　　　　　をご覧ください。

問 富岡町商工会　☎０２４０－２２－３３０７

問合せ先
○富岡町役場・富岡町議会事務局
　〒９７９-１１９２　

福島県双葉郡富岡町大字本岡字王塚６２２-1
 ☎０２４０-２２-２１１１

○富岡町役場いわき支所
　〒９７０- ８０２４　
　福島県いわき市平北白土字宮前８

 ☎０２４６- ８８- １９８７
○富岡町役場郡山支所
　〒９６３- ０２０１
　福島県郡山市大槻町字原ノ町４９- １

 ☎０２４- ９８３- ９０２１
○富岡町文化交流センター「学びの森」・
　富岡町教育委員会
　〒９７９- １１５１　

福島県双葉郡富岡町大字本岡字王塚６２２-１
 ☎０２４０-２３-７５５５（教育総務課）
 ☎０２４０-２２-２６２６（生涯学習課）
 ☎０２４０-２１-３６６５（図書館）

○町立にこにここども園
　〒９７９-１１１１　

福島県双葉郡富岡町大字小浜字大膳町１５２
 ☎０２４０-２２- ２３５８

○町立富岡小学校・富岡中学校
　〒９７９-１１１１　

福島県双葉郡富岡町大字小浜字中央２３７- ２
 ☎０２４０-２２- ２０１４（小学校）
 ☎０２４０-２２- ２０２０（中学校）

○共生サポートセンターさくらの郷
　〒９７９-１１５１　

福島県双葉郡富岡町大字本岡字王塚３６
　 特別養護老人ホーム桜の園
　  ☎０２４０−２３−７８３９
　 トータルサポートセンターとみおか
 　☎０２４０−２５−８９１２
○とみおかアーカイブ・ミュージアム
　〒９７９-１１５１　

福島県双葉郡富岡町大字本岡字王塚７６０- １
 ☎０２４０-２５-８６４４

○富岡町地域交流館 富岡わんぱくパーク
　〒９７９-１１１２　
　福島県双葉郡富岡町中央３丁目１１

 ☎０２４０-２５-８５９０  
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富岡町も舞台に！ テレビドラマ 「姪のメイ」
　このドラマは、主人公・叔父の小津（本郷奏多さん）が、姉夫婦を亡くした姪っ子・メイ（大沢一菜
さん）を１ヶ月だけ引き取ることになり福島へ仮移住する、というひと夏の出来事を描いたヒューマ
ンコメディーです。小津が、メイや福島で出会う人々との触れ合いの中で成長していく様子や、前向
きに生きる地元の人たち移住者たちの姿が描かれています。
　ドラマの撮影は実際に富岡町内や近隣で行われました。皆さんが行ったり見たりしているところが
きっと随所に出てくると思いますので、ぜひご覧になってみてはいかがでしょうか。

ダブル主演の本郷奏多さん（左）と大沢一菜さん（右）

主演の大沢さん、本郷さんと、ワイン農園を経営する夫婦役の右
から田中美奈子さん、川田広樹（ガレッジセール）さん

10月７日から
福島テレビで放送

毎週土曜18：30～19：00
※10月21日（土）は放送なし
※第５話 11月11日（土）18：00～18：30
※第６話 　　  同　 　  18：30～19：00

詳細は番組HPを
ご確認ください!!

なんとっ！メインビジュアル
は富岡漁港なんです。

第１話冒頭のシーンも富岡の
海（砂浜）で撮影されました。

＼＼ ／／ココに注目

ココに注目＼＼ ／／

©「姪のメイ」製作委員会

その１

その２

第93回
富岡えびす講市

震災前の富岡えびす講市の様子

みんな、
待ってるよ～

お知らせ

町
の
す
が
た

　
　
　
　
（
令
和
５
年
９
月
１
日
現
在
）

※（　
）内
は
先
月
と
の
比
較

◇
富
岡
町
の
人
口

　
世
帯
数　
　

  

５
，６
７
５
世
帯（
‒13
）

　
人　
口　
　

  

１
１
，５
６
９
人（
‒46
）

　
　
男　
　
　
　

  

６
，０
１
０
人（
‒18
）

　
　
女　
　
　
　

５
，５
５
９
人（
‒28
）

◇
町
内
居
住
者

居
住
世
帯
数
１
，５
９
４
世
帯（

）

居
住
者
数

２
，２
３
２
人（
）

※
町
内
居
住
者
と
は「
町
内
居
住
届
出
」を

提
出
さ
れ
た
方
で
、
新
規
転
入
者
も
含

み
ま
す
。

問
住
民
課
住
民
係 +6+6



広報とみおか　（34）広報とみおか　（34）（35）　広報とみおか（35）　広報とみおか

　夏のイベントのラストを飾る「富岡夏祭り」が、８月19日、富岡漁港で行われました。
　初めて漁港での開催となった夏祭りには、町内外から約2,800人が来場。多くの物販
ブースや子ども向けの多彩なイベントが用意され、来場者は心地良い浜風に吹かれなが
ら楽しいひとときを過ごしていました。
　フィナーレでは約800発の花火が打ち上げられ、夜空を華やかに彩る大輪の花に歓声
が沸き起こりました。

とみおか写真館とみおか写真館 Vol.78Vol.78 －富岡夏祭り－－富岡夏祭り－

①会場を埋め尽くすキッチンカーや
イベントブース

②可愛らしい浴衣姿の子どもたち
③町PR動画の撮影で会場を訪れた

福島美少女図鑑の遠藤栞さん（右）
と木村沙由里さん

④おいしい食を届けた物販ブース
⑤楽しい夏の一日を過ごす皆さん
⑥富岡の海を満喫したSUP体験
⑦狙いを定めて！（射的コーナー）
⑧宝探しに夢中の子どもたち
⑨上手にとみっぴーを描けたかな？
⑩大人気のスイカ割り
⑪そ～っと慎重に（スーパーボール

すくい）
⑫夏祭りのフィナーレを飾るスター

マイン
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34
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7 
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8 

10

11

12



広報とみおか　（36）広報とみおか　（36）（37）　広報とみおか（37）　広報とみおか

No. 測 定 場 所
R ５. ９月５日・11日

地上１ｍ 地上１cm

71 大東銀行富岡支店前 0.13 0.12 
72 東邦銀行富岡支店前 0.13 0.12 
73 総合福祉センター前 0.15 0.17 
74 岡内中央児童公園 0.14 0.13 
75 大原本店旧店舗会館前 0.18 0.17 
76 中央消防屯所前 0.12 0.14 
77 富岡中央医院出入口 0.15 0.11 
78 とみおかくらし情報館前 0.13 0.22 
79 さくらモールとみおか出入口 0.14 0.14 
80 さくらモールとみおか前 0.12 0.14 
81 富岡わんぱくパーク前 0.07 0.08 
82 福島銀行富岡支店前 0.16 0.26 
83 とみおか診療所出入口 0.09 0.09 
84 曲田第一団地集会所前 0.07 0.07 
85 富岡小・中学校正門前 0.11 0.11 
86 富岡小・中学校校庭 0.08 0.08 
87 富岡小・中学校駐車場 0.07 0.09 
88 富岡小・中学校進入路 0.13 0.13 
89 富岡漁港 0.07 0.08 
90 龍台寺出入口 0.19 0.20 
91 富岡中央会館前 0.23 0.20 
92 富岡高等学校正門前 0.13 0.15 
93 ローソン富岡小浜店出入口 0.14 0.14 
94 富岡公園 0.07 0.07 
95 清水集会所前 0.14 0.14 
96 西原なかよし広場跡地前 0.15 0.14 
97 福島富岡簡易裁判所前 0.18 0.20 
98 西原消防屯所前 0.14 0.16 
99 大膳原児童公園 0.09 0.09 
100 にこにここども園正門前 0.14 0.15 
101 にこにここども園正園庭 0.10 0.09 
102 にこにここども園駐車場 0.15 0.15 
103 にこにここども園進入路 0.12 0.12 
104 西原集会所前 0.16 0.18 
105 防災備蓄南部倉庫前 0.07 0.08 

No. 測 定 場 所
R ５. ９月５日・11日

地上１ｍ 地上１cm

106 サンライズイン富岡出入口 0.10 0.12 
107 富岡ホテル前 0.09 0.10 
108 富岡駅前 0.08 0.07 
109 富岡駅前なかよし広場 0.10 0.09 
110 浄化センター出入口 0.09 0.07 
111 原下消防屯所前 0.11 0.10 
112 下郡山運動場 0.15 0.18 
113 下郡山集会所前 0.11 0.13 
114 満留賀出入口 0.14 0.17 
115 猪狩スタンド前 0.15 0.15 
116 富岡産業団地公園 0.08 0.11 
117 セブンイレブン福島富岡上郡山店出入口 0.12 0.11 
118 太田集会所前 0.16 0.22 
119 太田消防屯所前 0.10 0.10 
120 リプルンふくしま出入口 0.11 0.12 
121 夜の森さくら通り 0.21 0.25 
122 夜の森公園石碑前 0.13 0.11 
123 夜の森駅前南集会所前 0.22 0.28 
124 夜の森つつみ公園 0.18 0.24 
125 新田第三なかよし広場 0.16 0.15 
126 新田団地出入口 0.25 0.24 
127 和伊んや前 0.34 0.32 
128 サトウ事務器機出入口 0.60 0.40 
129 新夜ノ森集会所前 0.14 0.17 
130 華の樹出入口 0.40 0.33 
131 旧富岡消防署跡地前 0.16 0.13 
132 太平洋ブリーディング手前広場 1.47 1.62 
133 松の前待避所 0.70 0.65 
134 深谷消防屯所前 1.44 2.69 
135 深谷集会所前 1.12 1.74 
136 小良ヶ浜浄化センター前 0.39 0.40 
137 小良ヶ浜集会所前 1.13 2.23 
138 赤坂神社境内 2.23 5.60 
139 小良ヶ浜第二なかよし広場出入口 1.13 0.81 
140 町境道路（小良ヶ浜地区） 0.66 0.54 

測定器：γ線用シンチレーションサーベイメーター（日立アロカメディカル社製）

測定結果の詳細については、
QRコードからアクセスして、

「とみおか放射線情報まとめサイト」を
ご覧ください。

問 生活環境課 除染対策係

No. 測 定 場 所
R ５. ９月５日・11日

地上１ｍ 地上１cm

１ 滝川ダム出入口手前駐車場 0.20 0.20 
２ 麓山神社境内 0.20 0.19 
３ 杉内消防屯所前 0.18 0.20 
４ 杉内集会所前 0.19 0.18 
５ ローソン富岡上手岡店出入口 0.23 0.17 
６ 第二工業団地出入口 0.44 0.26 
７ 富岡インターバス待合所前 0.26 0.29 
８ 上千里消防屯所前 0.12 0.13 
９ 地蔵院出入口 0.18 0.20 
10 上手岡多目的集会所前 0.14 0.12 
11 高津戸スクリーニング場 0.10 0.15 
12 高津戸集会所前 0.16 0.23 
13 富岡養護学校正門前 0.19 0.24 
14 大菅集会所前 0.24 0.28 
15 蛇谷須宅地開発公園 0.28 0.55 
16 蛇谷須浄化センター出入口 0.28 0.26 
17 躑

つ つ じ

躅橋歩道（一橋） 0.26 0.47 
18 夜ノ森駅東西自由通路西口出入口 0.10 0.10 
19 夜ノ森駅東口待合室前 0.13 0.13 
20 リフレ富岡跡地出入口 0.24 0.23 
21 桜開花基準木 0.34 0.30 
22 第二躑

つ つ じ

躅橋歩道（二橋） 0.19 0.19 
23 上本町橋進入路 0.32 0.20 
24 下千里集会所前 0.18 0.14 
25 三春街道路線橋歩道（三橋） 0.12 0.13 
26 富岡第二中学校正門跡地前 0.18 0.18 
27 新町消防屯所前 0.20 0.30 
28 総合運動場東側駐車場 0.30 0.33 
29 防災備蓄北部倉庫出入口 0.15 0.13 
30 旧富岡第二小学校体育館前 0.19 0.27 
31 特別養護老人ホーム桜の園出入口 0.09 0.09 
32 宝泉寺前 0.29 0.35 
33 王塚集会所前 0.30 0.56 
34 王塚消防屯所前 0.23 0.28 
35 王塚第一なかよし広場 0.32 0.34 

No. 測 定 場 所
R ５. ９月５日・11日

地上１ｍ 地上１cm

36 富岡河川公園 0.37 0.31 
37 ふたば医療センター附属病院前 0.10 0.09 
38 学びの森前 0.20 0.20 
39 役場１階玄関前 0.19 0.34 
40 役場２階玄関前 0.16 0.17 
41 食品検査所前 0.12 0.15 
42 満開橋歩道 0.27 0.24 
43 汚泥再生処理センター出入口 0.21 0.47 
44 ＮＨＫ電波塔出入口 0.31 0.52 
45 ホテル蓬人館前 0.16 0.15 
46 町営野球場前 0.16 0.16 
47 防災備蓄拠点倉庫前 0.14 0.12 
48 富岡町武道館前 0.11 0.10 
49 富岡町総合体育館前 0.16 0.17 
50 グリーンフィールド富岡跡地 0.15 0.11 
51 小浜住宅団地内公園 0.30 0.32 
52 富岡合同庁舎出入口 0.15 0.16 
53 子安橋歩道 0.09 0.11 
54 上本町集会所前 0.15 0.16 
55 成沢の滝山道入口前 0.18 0.17 
56 赤木集会所前 0.11 0.10 
57 富岡工業団地公園 0.15 0.22 
58 ビッグイン富岡出入口 0.26 0.25 
59 本町赤木橋歩道 0.18 0.21 
60 諏訪神社参道入口前 0.23 0.23 
61 保應寺出入口 0.17 0.16 
62 岩井戸農村広場 0.11 0.11 
63 上郡山多目的集会所前 0.15 0.15 
64 猪狩電気通信工業看板前 0.23 0.23 
65 本町なかよし広場 0.14 0.14 
66 本町集会所前 0.16 0.20 
67 本町消防屯所前 0.17 0.17 
68 富岡郵便局前 0.13 0.13 
69 岡内東児童公園 0.08 0.09 
70 双葉警察署出入口 0.16 0.26 

町 内 の 放 射 線 量町 内 の 放 射 線 量
富岡町が独自に実施した町内の空間線量の測定結果をお知らせします（単位：マイクロシーベルト/ｈ）

※令和３年４月より、町内の施設利用状況等を踏まえ、測定点を一新しました。



「 富岡コンバットが県早起き野球で準Ｖ！ 」　 写真提供：福島民報社

この印刷物は、FSCⓇの基準に
従って認証され、適切に管理さ
れた森からの木材を含んだ用紙
を使用して印刷しています。

今月の表紙 「いつまでもお元気で」
４年ぶりの開催となった富岡町敬老会。アトラクショ
ンの「ふれあい絆コンサート」では、長寿を祝う歌手・
伊達悠太さんの爽やかな歌声が響き渡りました。
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My Photo LetterMy Photo LetterMy Photo LetterMy Photo Letter

　富岡コンバット野球クラブが、８月19日、20日に行われた「第65回福島県早起き野球大会」
において初の準優勝に輝きました。
　決勝は、大会３連覇中の強豪・東邦銀行と対戦。延長タイブレークの末、惜しくも２対３
で敗戦となりましたが、チーム一丸となって互角の戦いを演じました。
　富岡コンバットは、今年で創部51年目。震災と原発事故の影響により、メンバー揃っての
練習が困難な中での快挙に、佐藤新一郎監督は「ベテランと若手の力が融合し、今回の結果
につながりました。また決勝の舞台に戻り、次こそ優勝したいです」と雪辱を誓いました。
　なお、初戦から決勝まで４試合すべてに登板・完投し準優勝に貢献した佐藤勝人主将が優
秀選手賞を、決勝で２点本塁打を放った村田直樹選手が敢闘賞を受賞しました。
　【写真】大会を終え晴れやかな表情を見せる選手の皆さん。後列左が佐藤新一郎監督、前列
　　　　中央が佐藤勝人主将、左隣が村田直樹選手。

富岡町の今を発信！「とみっぴーラジオ」 放送中
　町のタイムリーな情報を発信する「とみっぴーラジオ」が、ラジオ福島で放送中です。

　【放送日】　毎月第２火曜日　１４：１０～１４：２０
　【 ＡＭ 】　福　島：1458kHz　　郡　山：1098kHz　　若　松：1395kHz
　　　　　　いわき：1431kHz　　原　町：801kHz
　【 F Ｍ  】　中通り・会津：90.8MHz　　浜通り：90.2MHz
　　　　　　金　山：77.8MHz ＆ 79.3MHz 問 企画課 広聴広報係




